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ボランティアを 

紹介してほしい人 

ボランティア活動を 

はじめたい人 

ボランティアセンター   

にお問い合せください 

（Tel８９４－３７３７） 

（Fax８９１－３３４０） 

 

（１） （４） 

ボランティア インタビュー72  西田順子さん（ＨＡＮＤ） 
 

リ
ー
ダ
ー
会
議
（
３
月
26
日
） 

 ☆
連
絡
会
よ
り 

・
新
年
度
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
１
頁
参
照
） 

・
指
名
委
員
の
選
出
、
次
年
度
の
Ｖ
連
役
員

選
出
に
関
わ
る
指
名
委
員
会
の
委
員
は
次

の
５
グ
ル
ー
プ
が
担
当
に
な
り
ま
す
。「
さ

つ
き
・
星
の
会
・
虹
の
会
・
あ
い
・
ほ
ほ

え
み
」
の
各
リ
ー
ダ
ー
で
す
。 

・
三
大
行
事
に
関
す
る
意
見
集
約
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
意
見
等
を
役
員
会
で
の
検
討

経
過
を
報
告
し
、
４
月
の
リ
ー
ダ
ー
会
議

に
具
体
的
な
対
応
策
を
提
案
し
ま
す
。 

・
実
行
委
員
の
選
出
に
つ
い
て 

・
リ
ー
ダ
ー
親
睦
会
に
つ
い
て
、
６
月
25
日

（
火
）
に
実
施
し
ま
す
。
内
容
は
４
月
の

リ
ー
ダ
ー
会
議
で
提
案
し
ま
す
。 

・
な
か
ま
５
月
号
発
行
に
つ
い
て
（
２
頁
参

照
） 

・
退
任
リ
ー
ダ
ー
の
挨
拶 

☆
各
グ
ル
ー
プ
か
ら 

 

（
内
容
省
略
） 

☆
Ｖ
セ
ン
タ
ー
か
ら 

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
業
務
に
つ
い
て

（
２
頁
参
照
） 

・
山
下
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
退
任
に
つ
い

て
（
１
頁
参
照
） 

・
セ
ン
タ
ー
利
用
許
可
申
請
書
に
つ
い
て 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
つ
い
て 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
ら

れ
た
き
っ
か
け
は 

 

フ
ル
タ
イ
ム
で
16

年
間
働
い
て

い
た
仕
事
を
辞
め
た
と
き
、
電
車
内

で
手
話
を
し
て
い
る
人
を
み
か
け
、

私
も
耳
が
悪
い
の
で
手
話
を
学
ぼ
う

と
思
い
ま
し
た
。
当
時
（
昭
和
63
年
）

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
意
識
も
な

く
、
自
分
の
た
め
に
手
話
グ
ル
ー
プ

の
「
さ
つ
き
」
に
入
り
ま
し
た
。 

 

幅
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験 

 

そ
の
後
、
障
が
い
者
と
の
交
流
、

「
な
か
ま
」
の
編
集
、
機
能
訓
練
の
お

手
伝
い
な
ど
、
ボ
チ
ボ
チ
し
て
い
ま

し
た
。
ま
だ
若
か
っ
た
し
楽
し
く
や

っ
て
い
ま
し
た
。
故
吉
田
先
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
も
良
い
思
い
出

の
一
つ
で
す
。
介
護
保
険
制
度
が
で

き
て
機
能
訓
練
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

な
く
な
り
、
平
成
18
年
に
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

に
移
り
ま
し
た
。 

 

歌
と
笑
い
と
涙
の
歌
体
操
劇 

 

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
に
移
っ
た
頃
は
、
久
保

さ
ん
（
故
人
）・
石
橋
さ
ん
を
中
心
に

メ
ン
バ
ー
も
28
人
を
数
え
、
年
間
の

訪
問
活
動
は
３
０
０
回
を
超
え
、
ま

さ
に
隆
盛
期
の
想
い
で
し
た
が
、
最

近
は
高
齢
化
な
ど
で
活
動
を
停
止
さ

れ
る
人
の
影
響
で
メ
ン
バ
ー
も
19
人

に
減
り
、
訪
問
活
動
も
１
７
８
回
と

随
分
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

設
立
20
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
会

の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
、
さ
せ
な
い
、
つ
く
ら
な

い
」
を
目
指
し
て
、
歌
と
笑
い
と
涙
の

歌
体
操
劇
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て 

 

 

一
昨
年
、
大
病
を
患
っ
た
時
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
止
め
よ
う
と
思
い
ま
し

た
が
、
仲
間
に
引
き
戻
さ
れ
元
気
に

な
り
ま
し
た
。
訪
問
先
の
方
々
か
ら

も
励
ま
し
の
言
葉
や
お
手
紙
を
い
た

だ
き
嬉
し
く
て
涙
が
出
ま
し
た
。
元

気
で
居
ら
れ
る
幸
せ
を
か
み
し
め
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
に
来

て
ね
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

 

２０１９年度グループリーダー・サブリーダー決まる 

 

今
月
は
新
元
号
が
発
表
さ
れ
る
月

で
す
（
本
号
が
発
行
さ
れ
る
時
に
は

も
う
分
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

ね
）
。 

 

「
平
成
最
後
に
…
」
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
私
も
先
月
、

二
つ
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
う
ち
ひ
と
つ
は
杖
道
（
じ
ょ
う

ど
う
）
体
験
で
す
。
主
人
に
誘
わ
れ

て
の
こ
と
で
し
た
が
、
結
果
、
や
っ

て
み
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

 

杖
道
は
、
長
さ
１
２
８
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
直
径
２
・
４
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
杖
を
用
い
て
演
武
す
る
武
道

で
す
。
講
師
の
先
生
曰
く
、「
下
手
で

い
い
」「
下
手
だ
か
ら
練
習
す
る
」「
続

け
て
練
習
す
れ
ば
身
体
が
覚
え
る
」

等
々
の
言
葉
に
、
希
望
と
勇
気
を
貰

い
ま
し
た
。
私
に
も
で
き
そ
う
だ
な

と
思
え
、
こ
の
改
元
を
機
に
杖
道
を

始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

あ
と
ひ
と
つ
は
い
ず
れ
・
・
・
。 

（
あ
ん
ド
ー
ナ
ツ
） 

 

 

グループ名 リーダー サブリーダー 

在宅訪問「陽だまり」 馬場 巡 塚本 民代 

外出介助「かざぐるま」 栗原 清美子 黒田 直美 

子育て広場「アリス」 沖田 麻知子 勝野 豊子 

手話「さつき」 松本 由紀 芝山 香 

要約筆記「星の会」 坂巻 恵理子 坂口 和代 

点訳「虹の会」 山宮 加代子 
前田 順子 

鈴木 久美 

朗読グループ「あい」 山本 綾子 
福光 和代 

久田 美佐子 

障がい者との交流「ほほえみ」 山中 栄子 岩川 きわ 

障がい者・施設支援「ふれんズ」 山本 むつ美 
庄田 竜子 

佃 静枝 

介護衣料手作り「糸ぐるま」 林 志都江 
小西 敦子 

間瀬 よし江 

歌体操「ＨＡＮＤ」 竹村 恵美子 狩長 雅衣 

車いすダンス「ひまわり」 西崎 二三江 池田 徳子 

ニューススポーツ／演芸／ 

おもちゃづくり 「玉手箱」 
岡崎 佳世子 作本 儀蔵 

 

 

新
年
度
の
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

の
選
出
が
左
表
の
通
り
、
各
グ
ル
ー
プ
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

３
月
26
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
リ
ー

ダ
ー
会
議
で
そ
の
氏
名
を
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
任
期
は
来
年
３
月
末
迄

で
す
。
役
員
は
任
期
２
年
で
今
回
は
改
選

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
が

引
続
き
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。 

山下奈々子さんが退職 

育児休暇中の天場さんが４月か

ら復帰されますので、山下さんが３

月末で退職されます。 

ありがとうございました。 

「山下さんからのメッセージ」 

至らぬことが多々あり、たくさん

の方にご迷惑やご不便をおかけし

失礼いたしました。約８か月という

短い期間ではありましたが、初めて

関わる福祉やボランティアについ

て少しでも知り、学ぶことが出来

き、大変充実した時間を過ごせまし

た。そして皆様にはとても温かく接

して頂き、感謝しかありません！ 

本当にありがとうございました。 

またどこかでお会いできる日を

楽しみにしております。 

皆様、どうぞお元気で！！ 
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（３） （２） 

 

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば 

 

 

広報紙作成 体験者大募集！ 
 

ボランティアに関して、知る、学ぶ、交流する会を

毎月ひらいています。 

 今月は、ボランティア会員が編集から配達まで

行うボランティアグループ連絡会の広報紙の発行を

体験していただきます。 

 

と き  ５月７日（火）午前１０時～１２時 

ところ  ボランティアセンター（２階） 

対 象  市内と周辺在住、在勤、在学の方 

参加費  無料 

申込み  ボランティアセンター 

ＴＥＬ（０７２）８９４－３７３７ 

ＦＡＸ（０７２）８９１－３３４０ 

５月のボランティアサロン 

 

 

３
月
２
日
（
土
）
、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
障
が
い
児
（
者
）

親
の
会
に
よ
る
「
み
ん
な
の
絵
の
本
広

場
」
が
開
か
れ
、
ふ
れ
ん
ズ
の
メ
ン
バ
ー

が
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。 

 

交
野
市
立
図
書
館
や
大
阪
府
立
図
書

館
、
そ
し
て
個
人
の
本
も
お
借
り
し
て

約
６
０
０
冊
の
絵
本
が
円
形
に
並
べ
ら

れ
ま
し
た
。
会
場
中
央
に
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
空
間
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
段

ボ
ー
ル
で
作
っ
た
歯
車
、
円
や
三
角
の 

の
」
の
沿
道
で
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
の
応

援
も
立
派
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
当
日
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
素
敵
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

（
Ｋ
記
） 

 

 

青
春
18
切
符
・熟
女
五
人
旅 

春
の
尾
道
「文
学
の
小
み
ち
」を
行
く 

 

晴
天
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
普
通
・
快
速

電
車
限
定
の
「
青
春
18
切
符
」
で
、
片
道

５
時
間
の
の
ん
び
り
旅
、
車
中
で
も
お
喋

り
に
花
が
咲
き
、
退
屈
知
ら
ず
の
熟
女
た

ち
で
す
。 

 

尾
道
駅
の
改
札
を
出
る
と
、
そ
こ
は
海

の
拡
が
り
と
海
岸
に
迫
る
山
に
し
ば
し

気
を
取
ら
れ
る
も
、
ま
ず
は
尾
道
ラ
ー
メ

ン
で
腹
拵
え
を
と
、
周
り
を
探
す
も
月
曜

定
休
の
お
店
が
多
く
、
駅
ま
で
戻
り
安
価

な
「
海
苔
巻
き
風
お
に
ぎ
り
」
ラ
ン
チ
で

済
ま
せ
る
。
し
か
し
こ
の
ラ
ン
チ
尾
道
商

業
高
校
生
が
地
元
の
食
材
を
使
い
開
発

し
た
メ
ニ
ュ
ー
「
せ
と
う
ち
巻
」
で
あ
る 

 

こ
と
が
後
で
判
明
。 

 

さ
あ
、
千
光
寺
公 

園
を
目
指
し
ロ
ー
プ 

ウ
エ
イ
に
乗
車
、
窓 

か
ら
の
景
色
、
展
望 

台
か
ら
の
眺
望
が
と
て
も
素
晴
ら
し

く
、
四
国
の
島
影
も
観
え
る
幸
運
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。 

 

帰
り
は
約
１
キ
ロ
の
「
文
学
の
小
み

ち
」
を
散
策
、
正
岡
子
規
や
林
芙
美
子
な

ど
尾
道
ゆ
か
り
の
文
人
た
ち
25
人
の
文

学
碑
を
み
な
が
ら
下
山
、
途
中
で
志
賀

直
哉 

の
私
邸
を
見
落
と
し
、
急
な
坂
道
を
駆

け
上
が
る
羽
目
に
な
り
、
坂
の
尾
道
を

実
感
し
ま
し
た
。 

 

帰
路
も
５
時
間
の
電
車
で
、
滞
在
時

間
は
短
か
っ
た
け
れ
ど
、
心
に
残
る
中

身
の
濃
い
旅
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

（
Ｈ
記
） 「子どもさんの目や仕草をよく見て、語るよう

に、急がず、次の頁に関心が移るのを待って

から頁を開けましょう」と、加藤先生 

図
形
に
切
り
込
み
が
入
っ
た
「
こ
ふ
れ
さ

ん
の
パ
ズ
ル
（c

hi
bidan

）
」
で
遊
ぶ
親
子

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
め
る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
加
藤
先
生
（
絵
本
あ
れ
こ
れ
研
究

家
）
が
「
ひ
ろ
ば
読
み
し
ま
し
ょ
う
」
と
、

絵
本
を
読
み
始
め
る
と
、
そ
の
パ
ワ
ー
に

引
き
込
ま
れ
、
私
た
ち
も
声
を
出
し
て
、

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
次
の
ペ
ー
ジ
を
待

っ
て
い
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
本
と
人
に
出
会
え
た
素

敵
な
一
日
で
し
た
。（
ふ
れ
ん
ズ
・
Ｓ
記
） 

 

 

み
ん
な
の
絵
の
本
広
場 

 

ふ

れ

ん

ズ

が

お

手

伝

い 

 

約 600 冊の絵本と図形パズルで遊ぶ親子 

第２５回高齢者・障がい者の快適な生活を提案

する綜合福祉展 

バリアフリー２０１９ 
4月 18日（木）～20日（土） 

10時～17時 

慢性期医療展２０１９ 

看護未来展２０１９ 

在宅医療展２０１９ 

場所 インテックス大阪（住之江区南港北） 

    南港ポートタウン線「中ふ頭駅」下車すぐ 

 

 入場 無料（入場登録制：当日会場で登録または 

インターネットによる事前登録） 

 
 主催 社会福祉法人大阪社会福祉協議会／ 

    テレビ大阪／テレビ大阪エクスプロ 

 共催 一般財団大阪府地域福祉推進財団 

 

 

お知らせ   4 月 27 日（土）～5 月 6 日（月）の 10 日間はゆうゆうセンター、ボランテ

ィアセンター休館もです。施設の利用はできませんのでご注意ください。 

      「なかま」5月号は 7日（火）に発行・配布します。 

 
 

千光寺 公園か ら瀬戸内海 を望む 

 

 

今
年
も
４
月
21
日
（
日
）
に
交
野

マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
元
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
赤
星
選
手
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
か
ら
始
ま
っ
た
大
会

で
す
。
参
加
区
分
に
「
車
い
す
ク
ラ

ス
」
が
あ
り
、
「
ゲ
ー
ム
ズ
メ
ー
カ

ー
」
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
も
い

ま
す
。
そ
れ
ら
が
評
価
さ
れ
て
今
年

は
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
後
援
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。
こ
ん
な
の
ど
か
な
町
の

大
会
に
も
全
国
か
ら
参
加
者
が
き

ま
す
。 

「
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
、
か
た 

交野マラソン２０１９ 

みんなで応援しませんか！ 

 

昨年のマラソン会場・いきいきランドかたの 

 

校歌の発祥は 

女子大 
 

 春、第 91 回選抜高校野球大会が始まった。

出場校の校歌が流れると、学生だった頃を思

い出す人も多いと思う。この校歌がどういう

経緯があって生まれたのかと、調べてみる

と、日本で最初に歌われたのは 1871 年（明

治 11 年）10 月に、現在のお茶の水女子大学

の前身である東京女子師範学校だそうだ。 

 同校が明治 8 年に開校した際、明治天皇の

皇后（昭憲皇太后）から和歌が下賜され、そ

の和歌「みがかずば 玉も鏡も なにかせん 

学びの道も かくこそありけり」に曲をつけ

て校歌とし、学生たちが歌ったことが始まり

と言われている。 

 その後、全国的に校歌をつくる学校が増え

たのは明治 20 年代になってからのこと。 

女子大が発祥とは驚きであった。（Ｔ記） 
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